
担当領域 ヨーロッパ、アフリカ、WIPO関連（PCT条約等）

UP/UPCのメリット・デメリット
UP/オプトアウトの活用 など

第１小委員会

欧州単一特許制度に関する調査・研究

林委員長（キヤノン）、井下副委員長（富士通）、加藤（パナソニック）、久保田（富士フイルム）
柴田（日本たばこ）、中村（リコー）、藤田（日東電工）、三宅（三菱電機）、和田（凸版印刷）

メンバー

単一特許(UP)/統一裁判所(UPC)の
活用指針を会員企業の皆さまに提供！

狙い 内容

UPの活用 出願戦略 ―UP/国内併存―

PCT
EPO DE

DE

従来

PCT
EPO UP

DE

今後

※フランス等も併存可
メリット

☛ EU最大の経済国DEでセントラルアタックに対抗

DE特許がセーフティネットに！

☛ ダブルで提訴（差止めは可）、DEは迅速かつ低コスト

☛ DEの特許審査の柔軟性、DEにはEPOの厳格な補正要件なし

☛ UP費用≒4ヵ国相当
☛ 4ヵ国以上への移行割合は技術分野によって異なるが、30％以下

☛ 費用対効果の観点から高くても３０％程度のUP活用が予想
☛ 移行国数が多い技術分野ではUPが積極活用される可能性が高い

※ データ母集団：登録日が2021年12月の欧州特許

UPC批准国中の移行国数 技術分野（IPC）別移行国数
（件） （％）

81%

19%

3ヵ国以下 4ヵ国以下

日米欧に移行された、ISAがJPOの日本語
出願と英語出願の実態を調査・解析

第2小委員会

PCT出願言語毎の国際調査及び各国審査への影響

久田副委員長（本田技研）、大月（ソニー）、國本（ヴァレオジャパン）、清水（日立建機）
福士（三井化学）、森江（大塚製薬）、松村（日本電気）

メンバー

出願言語毎のメリット・デメリットを
踏まえて、ユーザー・庁へ提言を行う！

狙い 内容

国際サーチレポートの引用文献 国際段階と国内移行後の引用文献

☛JP移行後のOAとISRで引例が一致する割合は、

英語出願よりも日本語出願の方が高い
☛JP移行するなら日本語でPCT出願した方が有利？

☛ 英語特許文献が引用される割合および、非特許文

献が引用される割合は、日本語出願よりも英語出願
の方が高い。

①グローバルに活躍できる知財人材となるための機会を提供する
②国内外への情報発信によりJIPA会員企業に貢献する

活動方針



 
 
    
   HistoryItem_V1
   Nup
        
     新規書類
     シートの余分なスペースをトリミング: いいえ
     ページの拡大・縮小を許可: はい
     マージン・トンボ: 無し
     シートサイズ:  11.693 x 16.535 インチ / 297.0 x 420.0 mm
     シートの最適化:  最適サイズ
     レイアウト: 2列 1行
     調整:  左上
      

        
     D:20230202151221
      

        
     0.0000
     8.5039
     28.3465
     0
     Japanese
     0.2835
     ToFit
     1
     2
     0.7000
     0
     0 
     1
     0.0000
     1
            
       D:20230202151221
       1190.5512
       a3
       Blank
       841.8898
          

     Best
     654
     291
    
    
     0.0000
     TL
     0
            
       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     0
     2
     0
     1
     0 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus4
     QI+ 4.0g
     QI+ 4
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





